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１８２ 松山大学論集 第２１巻 第３号
このうち，代償金支払者 Aが支払わなければならない相続税と譲渡所得税






































































































































を乗じた額    ／ となることである。また，代償金支払者 Aにとっ
て譲渡所得として課税対象になるのは，	期首における不動産の売却価額	
から代償金の支払い額   ／ を差し引き，さらに，相続人が引き継ぐ被
相続人の不動産取得価額のうち代償金支払者 Aの持分比率を乗じた額／

















































































































    ／ ／  は小さくなる。代償金支払者が取得した不
動産を売却しなければ，代償金支払者は譲渡所得税を免れることができる。こ
れらのことを考慮すれば，代償金受領者だけが代償金を受け取った時点で譲渡




























































































１９２ 松山大学論集 第２１巻 第３号
 ／ は取得費に算入される。また，相続人が引き継ぐ被相続人の不動産取得
価額のうち代償金支払者 Aの持分比率を乗じた額 ／ が取得費に算入され































































































































税価格は，    ／ となり，代償金受領者 Bおよび Cの相続税の






































時に支払わなければならない譲渡所得税額  ／ と相続税額


























	 ／ であり，代償金支払者 Aの取得費に算入される代償金の支払い額は，

 ／ である。したがって，代償金支払者 Aが，一定期間後（期後）に
の価額で取得した不動産を売却した場合の取得価額は，	 ／ 
 ／
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